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					このページは校正済みです
D　日本國民ハ平治ノ要求ヲ充シ得ルカ如キ經濟ヲ自力ニ依リ發達セシ
ムヘキ機會ヲ與ヘラルヘシ


	第二部　聯合國ノ權力


	1.　軍事占領


降伏條項ヲ實施シ更ニ上述ノ究極目的達成ヲ促進スル爲日本本土ハ
軍事占領セラヘシ右占領ハ日本ト戰爭狀戰ニ在ル聯合各國ノ利益ノ
爲行動スル主要聯合國ノ爲ノ軍事行動タルノ性質ヲ有スヘシ右ノ理
由ニ因リ對日戰爭ニ於テ指導的役割ヲ演シタル他ノ諸國ノ軍隊ノ占
領ヘノ參加歡迎セラレ且期待セラルルモ占領軍ハ米國ノ指定スル最
高司令官ノ指揮下ニアルモノトス

日本ノ占領及管理ノ施行ニ關シ充分協議ヲ行フト共ニ適當ナル諮問
機關ヲ設ケテ主要聯合諸國ヲ滿足セシムベキ政策ヲ樹立スル樣有ラ
ユル努力ヲ盡スヘキモ萬一主要聯合諸國ニ意見ノ不一致ヲ生シタル
場合ニ於テハ米國ノ政策ニ從フモノトス


	2.　日本政府トノ關係


天皇及日本政府ノ權力ハ降伏條項ヲ實施シ日本ノ占領及管理ノ施行
ノ爲樹立セラレタル政策ヲ實行スル爲必要ナル一切ノ權力ヲ有スル
最高司令官ニ隸屬スルモノトス

日本社會ノ現在ノ性格並ニ最小ノ兵力及資材ニ依リ目的ヲ達成セン
トスル米國ノ希望ニ鑑ミ最高司令官ハ米國ノ目的達成ヲ滿足ニ促進
スル限リニ於テハ　天皇ヲ含ム日本政府機關及諸機關ヲ通シテ其權
力ヲ行使スヘシ日本政府ハ最高司令官ノ指示ノ下ニ國內行政事項ニ
關シ通常ノ政治機能ヲ行使スルコトヲ許容セラルヘシ但シ右方針ハ
天皇又ハ他ノ日本ノ機關カ降伏條項實施上最高司令官ノ要求ヲ満足
ニ果ササル場合最高司令官カ政府機構又ハ人事ノ變更ヲ要求シ乃至
ハ直接行動スル權利及義務ノ下ニ置カルルモノトス尙右方針ハ最高
司令官ヲシテ米國ノ目的達成ヲ目途スル前進的改革ヲ抑ヘテ天皇又
ハ他ノ日本ノ政府機關ヲ支持セシムルモノニアラス卽チ右方針ハ現
在ノ日本統治形式ヲ利用セントスルモノニシテ之ヲ支持セントスル
モノニアラス封建的又ハ權力主義的傾向ヲ修正セントスル統治形式
ノ變更ハ日本政府ニ依ルト日本國民ニ依ルトヲ問ハス許容セラレ且
支持セラルヘシ斯ル變更ノ實現ノ爲日本國民又ハ日本政府カ其ノ反
對者抑壓ノ爲强力ヲ行使スル場合ニ於テハ最高司令官ハ麾下ノ部隊
ノ安全竝ニ占領ノ目的達成ヲ保障スルニ必要ナル限度ニ於テ之ニ干
渉スルモノトス


	3.　政策ノ弘布


日本國民及世界一般ハ占領ノ目的及政策竝ニ其ノ達成上ノ進展ニ關シ
詳細ナル情報ヲ與ヘラルヘシ


	第三部　政治


	一、武裝解除及非軍國主義化


武裝解除竝ニ非軍國主義化ハ軍事占領ノ主要任務ニシテ卽時且斷乎ト
シテ實行セラルベシ、日本國民ニ對シテハ其ノ現在及將來ノ苦境招來
ニ關シ陸海軍指導者及其ノ協力者カ爲シタル役割ヲ徹底的ニ知ラシム
ル爲一切ノ努力カ行ハルヘシ、

日本ハ陸海空軍、秘密警察組識又ハ何等ノ民間航空ヲ保有スルコトナ
シ日本ノ地上、航空竝ニ海軍兵力ハ武裝ヲ解除セラレ且解體シ、日本
大本營、參謀本部（軍令部）及凡テノ秘密警察組識ハ解消セシメラル
ヘシ、陸海軍資材、陸海軍艦船、陸海軍施設及陸海軍竝民間航空機ハ
引渡サレ且ツ最高司令官ノ要求スル所ニ從ヒ處分セラヘルシ
日本大本營及參謀本部（軍令部）ノ高級職員、日本政府ノ其他ノ陸海
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